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はじめに 

 本県では、平成２０年度から人材マネジメント部会に参加しており、今年度

９期目の参加となった（平成２７年度は諸事情により不参加）。 

 ９期目とはいえ、今年度人事課に配属されたばかりの２人が参加することと

なり、「人マネ」がどのようなものかを理解する間もなく、また、これまでのマ

ネ友がどのような検討をし、活動したのかを知る間もなく第１回目を迎えるこ

ととなった。 

 このように、不安の中で受講を開始することとなったが、行政に２０年以上

どっぷりつかっている中で、当たり前と感じてきたことを根底から覆されたこ

と、これまで接したことのない考え方を学び、気づくことができたこと等、自

身にとっては実り多い１年間となったと感じている。 

 この学びや気づきを所属や組織全体に返すことが必要であり、その概要や今

後にどうつなげていくかを以下にまとめる。 

 

 

１ 活動の概要と経過、創り出した変化 

（１）ありたい姿を考える 

４月～７月に行われた第１回～３回の研究会に参加し、課された宿題に取

り組みダイアログを重ねる中で、組織のありたい姿や現状とのギャップ（課

題）について、ぼんやりと見えてきた部分もあった。 

また、明るい未来を語るよりも現状を踏まえた対話に偏りがちで、価値前

提よりも事実前提に慣れきってしまっていることに気づいた。 

 

【参考】人材マネジメント部会年間参加スケジュール 

名称 日時 会場 テーマ 

第１回研究会 ４月２８日 
熊本県 

（熊本県庁） 

・部会の目的を知る 

・ダイアログに慣れる 

第２回研究会 ５月３０日 
福岡県 

（商工会議所） 
・価値前提への理解を深める 

第３回研究会 ７月２１日 
熊本県 

（熊本県庁） 
・プレゼンテーション 

夏期合宿 
８月１７日 

８月１８日 

愛知県 

(ウインクあいち) 

・他自治体から学ぶ 

（組織変革シナリオの発表） 

第４回研究会 １０月２５日 
熊本県 

（熊本県庁） 

・実践と振り返りによる気づき 

学び 

第５回研究会 
１月２５日 

１月２６日 

東京都 

（早稲田大学） 

・プロセスを振り返る 

・自らにコミットする 
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（２）第３回におけるプレゼンテーション 

   第３回では、①組織・人材のありたい姿、②現状、③取組むアクション

の３つについて発表することが求められていた。 

   同所属内のマネ友とのダイアログを重ね、助言等をもらいながら、 

   ①モチベーション高く仕事に取組む一方で、無駄な時間外を縮減し財政、

心と体も健全な状態で、地域課題や災害等に迅速かつ的確に対応でき

るようになる。 

   ②震災発生以降、職員負担の増加が顕著 

   ③民間経験者採用枠等を中心とする研究会立ち上げ、大学生インターン

シップとの意見交換を行う 

  というシナリオを作成、発表。 

幹事団や他の自治体からは、 

・今までこのようなアクションが無かったか 

・過去にマネ友が考えてきたことも踏まえて考えてみては？ 

・メンバーは揃うのか？自主的に動く可能性は高いのか？ 

・現状の深掘りをしっかりと など 

  といったアドバイスをいただき、まだまだ見直すべき点が多いシナリオで

あることを痛感。 

  夏期合宿の発表に向けて、更に所属内のマネ友とダイアログを行い、シナ

リオのブラッシュアップを図ることとなった。 

 

（３）夏期合宿発表 

   夏期合宿では、ブラッシュアップしたシナリオに加え、実践によって得

られた気づきや今後の改善点として、①取組んだアクションと期日、②ア

クションによって生まれた変化、③実践によって得られた学びと気づき 

を発表することが求められていた。 

    

第３回でのアドバイス等を踏まえ、歴代マネ友先輩の取組みを含む現状

の深掘りを行うととともに、取組むアクションについては、組織改革の本

丸と言われている、予算、議会、会計について、どのような問題があるの

か等の気づきを得て、改革に向けた仲間を増やす方向性を確認した。 

一方で具体的なアクションについては、業務改善や働き方改革に関する

対話型研修を拡充するという程度にとどまった。 

    

合宿での発表では、渋谷幹事から「震災復興で大変な時期ではあるが、
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こういう時に職員のモチベーションＵＰや心のケアの視点を入れた施策が

あってよい。」「待ったなしの今だからこそ思い切った事をやるチャンス。

トップダウン（首長）の指示の下、同じ方向に向かって一致団結する事も

大事」「腹落ち、納得等を言っている場合ではない。色々な視点で先ずは復

興に力を入れ、そこから生まれるものがある。」とのアドバイスや前向きな

激励をいただいた。 

また、同じ会場の他自治体からも 

・業務改善というものに囚われているような気がした。囚われず問題点

を改善するとシンプルに考えるといいかと思う。 

・できるところからでも始めてみませんか？見直す前に捨てることもあ

りかも。 

・復興と改革を同時に行うことは大変だと思うが頑張ってほしい。など 

  様々な意見や励ましから勇気をいただいた。 

一方で、各自治体発表では、いずれの自治体も首長インタビューや組織内

外の人とのダイアログ等、真摯に課題に取り組んでおられることに衝撃を受

け、我々も頑張って少しでも追いつかなければという焦りを感じた。 

 

【参考：夏季合宿発表資料】 
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【参考：マネ友自治体からの応援コメント】 

 
 

（４）第４回でのアドバイス 

   第３回でのアドバイス等を踏まえ、シナリオや取組むアクションについ

て改めて整理を行った。 

   最終的には知事からのトップダウンを必要とするが、関係部署の頭越し

に進めた場合、反発を招きこじれる（腹落ち感が無いと人は動かない）リ

スクもあるため、先ずはアクションを起こすための現状分析、問題点の把

握等が不足しているという点に立ち返り、できるところからになってしま

うが、様々な相手との対話を積み重ねて、現状分析や問題点把握をしっか

りと行うこととなった。 

    

これまでは同所属内に留まっていた取組みについても、民間企業経験者

や大学生など対象を少しずつ所属の外に広げて意見交換を行ったところ、

・「何ができるのか」は本当に難しい。 １つ１つの動きが小さいほど、
 目指す形へ辿り着くためにどれだけの効果があるのかは堂々巡りになると思う。

・業務改善は難しいが１つ１つ頑張ってほしい。
 忙しい中これだけの内容を考えるのは大変だったと思う。 これからも頑張ってください。応援しています。

・災害復旧における職員皆さんの事務量の多さを考えると頭が下がる。

・過去からの積み重ねがあるので新たなアクションは難しいのかもしれないが、
 業務改善というものに囚われているような気がした。
 囚われず問題点を改善するとシンプルに考えるといいかと思う。

生駒市
・目的のために起こすアクションをもっと具体的にできれば更に良くなると思う。
 復興が大変な中できる範囲で頑張ってほしい。

京都府
・復興業務と通常業務でモチベーションの維持は大変だと思うが、
 ピンチをチャンスに変えられるよう『何をやらないのか』を決められる働き方改革を進めてほしい。

大村市 ・震災を乗り越えて大きな改善ができるといいなと思う。

大村市
・どこの自治体も時間外勤務の増加は課題。業務量が増加していく中、
 メンタルによる長期休暇を取る職員も増加しているのが現状。
 大村市も１期生として色々模索している。

大村市 ・復興と改革を同時に行うことは大変だと思うが頑張ってほしい。

京都府 ・復興業務本当にお疲れ様です。本丸を攻め落とす取組みを期待している。

京都府
・災害対応でやらざるをえない状況の中、本当に大変だと思う。
 人材育成をめぐる様々な課題について、色々と考えさせられた。

・業務改革のチームに誰を置くかがカギになりそうな気がした。
 大変な時期だと思う。応援している。

・緊急時、災害時の役所のあり方はいつ直面するか分からない。
 他人事ではないと思って聴かせていただいた。

・業務改革ＰＴ、できるところからでも始めてみませんか？見直す前に捨てることもありかも。

・人事課さんなので部長に言っちゃいましょう。頑張ってほしい。

枚方市
・大変な状況お疲れ様です。本来業務で時間がないとは思うが、
 先ずは現状分析を進め、何かアクションにたどり着いてほしい。

・大変な状況下での改革シナリオ。状況は他の自治体よりも困難と思う。

・幹事のおっしゃった「今だからできるかも」という話しは当市にも非常に参考になる。

生駒市

生駒市

枚方市

枚方市

高松市
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業務に追われ残業している職員を目の当たりにして不安を覚える、勤務時

間の把握方法等が自治体と民間で大きく違うなどの意見をいただいた。 

また、職員ではない方から忌憚のない意見を引き出すために、場づくり

や聴き方などもっと工夫する余地があることに気付いた。 

    

   第４回では、各自治体における取組みの状況や抱える悩みなどを共有す

ることができた。 

   積極的にアクションを行う過程で生じる悩みもあれば、様々な事情で進

んでいないという悩みもあり、身につまされる一方で、悩んでいるのは我々

だけではなく、皆がそれぞれ悩みと向き合っている事に励まされた。 

   また、悩み対して幹事団との個別対話の時間を設けていただき、 

・過去のマネ友先輩方も皆苦労してきたこと 

・周囲を巻き込む際には、“気が向いたら来てみて“のスタンスで取組み

内容等を発信する、既存の取組みや集まりを活かす（乗っかる）とい

った手法もある 

などのアドバイスをいただいた。 

 

（５）その後の取組み、第５回でのコミット 

   第４回のアドバイス以降、気持ちが前向きになり、職員研修担当という

立場を活かし、また、歴代のマネ友先輩が立ち上げたチャレンジ塾の機会

等も活用して、職員と対話を行うよう努め、ありたい姿や現状などを話し

合った。 

反応が今一つの職員もあれば、中には「是非何か一緒にやりましょう！」

と力強く共感してくれる職員もあり、組織改革の成果は得られなかったが、

周囲を巻き込んでいくという一歩を踏み出せたという点で、我々自身の小

さな変化を生み出すことができた。 

また、まずは所属又は班単位で既存の働き方を変えようということで、

所属又は班単位での研修を実施した。その中で、所属する職員同士が対話

を行うことで、当該所属の課題を顕在化し、共有化することができ、職員

全員が課題を解決するために検討し、実行計画を作成、実行に向けての行

動に繋げることができた。改めて職員間の対話の重要性を確認することが

できた。加えて、本県の職員の働き方や意識を変えていく必要があるとの

考えを強く持った。 

 

   第５回においても、幹事団からの講話や鬼丸さんの特別講演などを通じ

て、何よりも大事なのは自分をリードすること、１人１人は微力だが無力
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ではない、１歩踏み出す勇気、頭でなく心で分かり合っている感覚が熱を

生むなどの激励いただき、対話や実践を通じて感じた悩みや変化は決して

無駄ではなかったという腹落ち感と勇気を得ることができた。 

   最後は、幹事団や共に学んだマネ友の皆さんへの感謝を込めて「本当の

笑顔で仕事に取組める組織づくりのため、対話を積み重ね、仲間を増やし、

そして、県民にも本当の笑顔が広がるように復興を成し遂げます。」と、コ

ミットさせていただいた。 

 

【参考：第５回時点資料】 
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【参考：第五回研究会の様子】 

  

 

２ 次年度に向けた展望等 

（１）自分達としての取組みシナリオ 

   第５回でコミットしたとおり、様々な機会を通じて職員と対話を行い、

思いを共有できる仲間を増やし、ありたい姿の実現を目指す。 

   

【具体的取組み】 

人材育成を担当する部署である強みとして、歴代マネ友先輩が行ってきた自

主活動や管理職前の中堅職員を対象とした通年研修チャレンジ塾と連携しなが

ら、縦と横のつながりをより拡げられるようにしていく。 

例えば、緒方幹事と連携させていただきながら、歴代マネ友と歴代チャレン

ジ塾生が集まる機会（同窓会など名称や手法は今後検討）を設け「種火」の再

点火を行う等。 

 

また、今年度実施したチーム研修を、来年度も引き続き実施し、各所属

で共通する課題を分析し、今後の研修や職員の働き方の見直しにつながる

ような取組みを検討する。 

 

【具体的取組み】 

所属又は班単位で実施するチーム研修において、「所属＝チームで仕事をする」

ことを目指し研修を行い、当該所属（又は班）において職員一人一人が共通理

解を持ちながら、効率的に仕事ができるようにするとともに、研修の過程で顕

在化した熊本県の組織としての課題を、研修での成功事例等を踏まえてどう解

決できるか等を検討し、組織全体の課題解決につなげていく。 
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（２）１年後に目指す状態と創りだしたい変化、等 

   部会参加当初に考えた「モチベーション高く仕事に取組む一方で、無駄

な時間外を縮減し財政、心と体も健全な状態で、地域課題や災害等に迅速

かつ的確に対応できるようになる。」という、組織としてのありたい姿は今

後もぶれずに目指し続ける。 

 

１年後に目指す状態 
職員の対話の場・機会

の増 

働き方見直しの機運

醸成や手段の共有 

 

 

創り出したい変化 

新たな人材育成の 

機会創出 

    

一人一人の意欲や資

質の向上 

チームとして取り組

むとともに、一人一人

が意欲を持って効率

的に働く職場・組織 

 

 

ありたい姿 

モチベーション高く仕事に取組む一方で、無駄

な時間外を縮減し財政、心と体も健全な状態

で、地域課題や災害等に迅速かつ的確に対応で

きるようになる。 

  

 

３ 最後に（部会を通じて得られた気づき、所感） 

（清田 聡美） 

 今年度から班長の役割を与えられ、新たな視点で班の運営を毎日考えている

中で、改めて組織とは、行政職員とは、ということについて、部会の中で、こ

れまでにない考え方に触れながら、必死に考えた１年だった。 

 また、同じ悩みを抱えながらも、ありたい姿を目指し考え、行動する多くの

自治体の方々と対話することができたことは、これまでになかった経験であり、

今後の財産となったと感じている。 

 取り組む活動を考えるに当たって、これまでの本県マネ友の取組みとは違う

取組みをしなくてはいけないのではないか、価値前提を踏まえたありたい姿と

は何かなど、色々悩み、考えをまとめることができなかった。その後の部会で、

幹事や他の自治体の方々から、「まず行動を」というアドバイスもいただいたが、
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うまく行動につなげることができなかったことが悔やまれる。また、そういう

時こそ、大いに職員同士対話すべきであったと反省している。 

 部会で参加することで得られた気づきや反省を次への取組みに生かしていか

なければならないと改めて決意するとともに、このような学びや気づきの機会

をいただいたことに対し、人材マネジメント部会の皆様に心から感謝申し上げ

る。 

 

（伊藤 武） 

現状の深掘りが足りないなど、他の自治体に比べシナリオ作成やアクション

で大きく遅れてしまった事、日々の業務に追われ、歴代マネ友先輩をはじめ活

用できる繋がりがあったにも関わらず最大限に活かせなかった点は、大いに反

省すべきであった。 

シナリオ検討当初、「ありたい姿を考える際には、できそうな事（おこりそう

な未来）は考えないように」という幹事団のアドバイスを、自身のアクション

にまで捉えてしまい、以降、いったい何に取組んでよいのか、自身はどうある

べきなのかを悶々と考え、焦り、悩むこととなった。 

しかし、自分だったら出来そうな事、小さな事でも積み重ねていけばよいと

いう後押しを貰ったことで、出来そうな事であっても自ら壁やハードルを作り

取り組もうとしてこなかった、これまでの己の弱さを再認識するとともに、今

後は出来そうな事も含め様々な事柄に対して前向きに取り組んで行こうとする、

小さな勇気が自身の中に芽生え始めている事に気づかされた。 

「部会に卒業はない」という幹事団の言葉にもあるとおり、これからも自己

研鑚につとめるとともに、対話を通じて周囲との繋がりを大きく強いものにし

て参りたい。 

 

                         （以上） 


